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! 経過滅耍

A.苟亮輿瓶。)方針

林莱就敦)損匸於け迳轼験硕売を、・杖お、ー唇実城林莱匕鼠卷ほ 

ものと世市I杖、怎らないという対整に応・える爲、武磯橋における 

•べ っかの夫同荀兜のびどっとして昭和二十六尊度式リ主襄〇 

テーマが匕りあげらオ(・え。

通林部にあけ・祁枚®!の討議の讀栗.、椅史実旋の方针匕しNゝ 

厌の翁論が得ろスた。 »

/, 樹種についN広<現にノヾルヂ用杖としN最も多量に使用ら 

れ、かつ回内" に於ける分布,適・地戦函も広し)アカVヅ玄主休 

に坂上げ、 歩たがた针葉樹に比.交て劫聘①应畏び国レ)広葉樹 

煩お・寸駅パノしプ吊・我こしこ箕的に最も適しNいるでミ頹の适 

诛にブ1) Zもー宛のデータ它確保すべきであるn

N、で、きるだ、げ鬼期回に所妾段格の枝・収槌し得知ば成うんい 

守旧:カち初期の成長量を最大にする报籽的方法を求めること 

侦研究の主脈さある。二の為に,挺肥其G他の方溝よよも地 

力の増進,造林法、除伐,肉伐骞①音秫卽琅故(),通.名種の 

囈阪、音成,増殖筹すべて幼令'席G成長係匯之目標こする, 

そりイ也・満成害及びさの防・除まにフい之ヨ保護邰においてゝ 

現在Q叛祺I)によるア为マトノ杯の適正伐期にフいて臼経営部 

にあ・いこ、各建新・树種①ノヾんブ化適否の検討についMに林產 

化学都はおいてゝ之狠乏・(睛兇するこことなつ代,

五冃中旬パルア材极!会とQ懇談会仁お3て右の方針は田ヾ 

卷当なものとの症評を得、他にも硬々有益危示唆玄尊えう朮

3I実旎経過

/.育林囲係

あ冃以碑丑冃下旬までに,各顽究里こも伏未米(J継絃中Q 

流兇の處理・鮭帯的苞業寇の為に多此であって、このテーマ 

I二肉する進辰M眼う紀たとの芒あった。すほわち’Wしあに
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リの芙行計画を自救的に模討した他ヨ、赤沼試験地内のアカ 

マッ天無更新見を送次、山面預であるび眠料木ごしてママハ 

ンのキC混植、及ぴ植肥を実行し仁の丹であった,

試験地の殻宪についてピ、パたア我物会を通じ、、二三パル 

7。会杜杜看林左便用・しNよし1肯の申由セ受けN居り,又我々 

としてと之刑を角望し任び、、去通・①便否・零の埸所・的閑係、 ま 

た試験地として為望オる林況尋かう考丸Zゝ現在<D匕二ろ座 

芸・リ囱有沐內に設豈するのを•有利X守•底め此。

六冃上旬東京営林椅の瑚力を得て滋東地方I二数ケ听の試験 

候補也直送な、•中旬に発地調査の結果,笠肉営林署•倉内栃木 

巣益子明緝在国稿林之送哭U,現地につき試験哉計を南めし、 

討・議の翁果厌の試験を熒行するよう決定した”

</')成正本教試貌•(除伐試験)

(U) 梔肥執我 I

(jii) 肥科木建禮

約五缶生天然更新・旅分U対しこ、ママハツ/キ、トザナ 

シニセアカシャを淫植する〇測養曲,対照区,(旋圧,熙施 

褪)の比簌斐三回繰返しで行う,别に亿涯あ根瘤樹木<0混 

檀宝各小焼應に行つて比戯す苟,

(iV) をの他

纱令府の・段佗物间佗ノ水苹滴•設匱は攵苟土壇水分の增加、 

マX科野生緑肥槌物にょ苟林地彼覆零を予備的田木規模に 

美施する,

右にも匕づいN八目上旬、+二冃及三冃匚現/地にな張し 

各試験瓦の設定.及ー制を・我し必鏡母廷哩を終っだ。佢し虐 

料木試験の分尽坦:当・看阪障の為、三冃現在散兜中还ある。

二彳?.丈］)ご乏と冃中卞旬に坂口、略珂反营を青森営沐 

苟窗内に浪遂し,晋森市搠と祯議の上次の試魏を沃定し欠

/,岩寺.県一 ,慮に於［昧农就験・青森互場相当(暗2 5

耳沒着手清)〇 '

二 音 森 杲東海岸君決に於こ同代轼験’新泰支場拒当。

3«告蘇果乙供に於ご;恒裁本戡試験,爰新お法(、人工ト裡 

斂床皆重、床皆苗植裁)試験.肥料就験〇督荻京場理当 

・丸 若干衆好摩に於て植栽直及框肥試験、好摩分場ー担当。

右の他,礼幌支瘍に於ては、 シ乏カペを主体匕する二>火林の 

霸育にワ11で積極的に切兜之雎進するより施歳し、大阪工場 

(二於で枝アカマU/杯の更料一その他につI )で試験史行うこてに 

ほってレ)希

余算・暖中｛二或程度結果"!)傅うオI仁(Dげ赤沿試既にあ〇・す施. 

咽試:験不あつで,.び攻リ反艮旋些効果び、丹らネ.仁・

N、育蓮阕保 ・

七冃上旬まが討議:它鱼ね式耒た縮果,恭定代期であるユク 

ー 初 年生林会よりの巨大個体の認夜,送扳さ木た禮依回の 

交配、持にアカワ口糧同一,代雑裡］二支る俊貢東统(、交配組合 

&)談出を主右何とする耆槿計画及次wの舆施スケラ、ユー心 

乏ま定し,ハ冃上旬笠冏•営林者營内に於て、国係術駐具の実 

梅方法続ー之兼.豹二通很を行つ史,之の栢果的:2 £■・耳生天宏, 

更就林分的/ 5•ヘアターノしかう丸ホの巨大個休び、送歩さ九た 

なお、,この他三冃末・に試験知::山梨縣諏訪森国有蘇田於乙小規 

模に行っな選戒の詰果三本の個••体、が•得られ,Wみ・後未沃•渗 

膚 耆探 鳥叛におレIて迭板を行い、各/Qホ屯の個体を得ス 

いる。こ我ら［&目下つき・木により増殖中である。

その他交配很:駿、祀枝！位蔵就駛,.茬地画の待性比莪零直行 

つN (jる°

3.その他

マ、'ノ以外の榭•腫につしINは、> ンづユ、モ.ミの義苗を嗅誰 

しWいる•林産化学钿に於Nは、トゲナシニセ.アナシやのパ 

、 ノレア化(二つい之術突I中である, ..
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昧養部に於之艮林地に見.らオ［たマ、、,の弱虫:省にラいて、迨 

林訊かろ①依施に本じこ助言を与丸でI)る。

政あ、,ノ'冃下旬からえ冃上旬にかけス,造林都長他二る« 

山・密、山睹地右Iニ於けるアカマツ冰を視察し仁。

・ /

,, ^ 以 上

瓦•究膚堂沐窘客内I二3ける試験

-A ,宸直立木宠:歧武験

/、目的

伐期に於ける平均祠蒿•直径・叔7寸之目標とする林分にわ、 

1)N旻新免了後/冬年生イ立まさ、 の稚幼林醐代の最適立木法漫 

を見出さんと昔るものさある。ー皱に史新・①初期ぽほ苟ベ 

く将生し之愛•かに杯分を市銷せしめることか成長促進の効 

果之袤オ)すもG R’あるび,迎に健全祿として也臨女反保の 

発逹が画害さ瓶,相互に度争在35、二す株成師謂床対天反ほ 

らないための木数基準在彳尋ん松するあので、 ある。

械験区域の槪沉

(./)イ立置(削緇眾向図参・黑)

朽木県芳賀部施子町上大羽笠同・官林署官内

経莒区 林爪班 全面禮 下種耳度

,笠間 ちっあ
/QSB仅 此17へ22

Wり

(力’)地齊

本区域の地勢は東に明りた谷で、 ,多くの尾根が東に何 

つ之走って矽リZこオIによって南側核北側の斜面び、つく 

うオし之レ)る」

(III)地況

木に域ほ火山灰質セ媛匕神質の古第ろ紀C砂君の風化 

土.とのつ区或とからほり,危者す主として急御地又R痛1

龙尾根専さ拔段し仁火山双貢土環の海どした区域に分布し

Nいる。 •

從っで訓看セX山及の厚さに厚薄:ざあるが,,この区域の 

土帰は技酒5 4型土燃に屬する〇

i 土・鼠卸查询黒寫我官細查)

W)林沅

馬根の北側 題概あ塲莱な業樹,息側田昭［7 ～ 22に天然卜 

槌し而2も年現在平为8耳生Gアカヾ、、ノで、更絢己東でし)る3

佢し之の一詠は宮林窘にういで殆2砂度アカyッに麦度 

の昧杖び'行あ;R［あ、リ’地元民にぶっご肥料H0)孫草が為 

耳繰り返さ東.ている。 、 ・

2 成験地の祓兵. „

.キ、云域内" に みいと環夏.の 噂均-ほ画15rr.すほわち南側 鮪 面、 

政A型二壊,林分施生の趋類,被度零植生の均ー松冤做さオ(ゑ 

(植生は檀生研定室 蜂星我•官詞置)E二ろに吹の設計によつ 

て試験地を設定し仁.。

1,11,11 G)区域内に夫々み,3,&の処堤別試験地•W殺定:ノ 

た。 (別紙添付区参海) このヨ模の懇理田,每度附伐区,中 

・滿・度,險伐区,恕処理の丹ミ、,:1丸を古し塊芝.①検是に壶,するよう

rニ設定し仁。知8、cの涙験区氐何％,も会ーの大仝还第/図に示 

す逸J) , /〇"し・ ID Mの試験区を設けzその亦圈互更,に5 hl衣漲

して外周林を設庁/全区風之な"I 

Xな狠匕した。就験区,田こオ・左 

N’ハX N 〃1のだ忒ん目に区・圮リ 

図SKうにN5•区画・を設け諷通Q 

基準とした。2 -A \ 2 "しの区画 

戍現奁アカマツ⑥耕髙が犬反2. 

パ程皮ざめるので、,跋皎あ始当
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黄ア刀マW の均-故分布之検定亨る単位匕,しZ週.芒&芯がりと 

寿えたからで為る°

3.釜定試殃血の吟味

U) 試験地瑙ー性の吟味

冬或験区年(’/うをXか必のアガV、ソの本敬並.沈に酒髙G平 

•均之算以す习と灭の逸りである。

る就験ふ内木数业げに平均樹碧 ( /ク仇X /グ儿当り)

< 不 敬 平的倒・爵(く〃 1 )

A & 弓 A 6
V
G

I 3 Z T 8しS' 2.7 8 /乡ク 1 2斗 / S3

I • Nタク 4•孕2 4い /コ? / /以 / 2门

冗 未散定 • ”•・住 — / • —

(套)ノ〇闻x /刀〃I内のN 5单位の不敬分配をア刃,”站えの紊却検 

定にようN ーあ均"厩を検討して不当&区を棄却した後、 

/り"Lメ /ク"〔当りに我算した。

二の袱・字枝前诞の如く , 、ビ Zろに丈!)底槽冏代、豹に損虔の殊イ戈 

が加ってけるので、 ,比藪加鼠猿で药るため,滸商/20 C件I以穴 

'D Z 〇を除外し乙吹表を算出した’

各我殮え向・荷料120 5Ig本彼也びに平均桝鬲

"5 2'世当«))

・麒 

写渗
初、

本 枚 平均樹商(C/儿)

4 B C A 0 C
1 N S h いん / 73 / 7 / / 4 8 / 8 〃
I / 8 E / 5ヲ 2.ち2 /る々 / 7 3 / つ丨

< 恭毁是 3 44 7 — — /匕q
i

一 i

—71

この嗫沖 、二甚づ在［A' , Iざ,I c , J］. A' , E B*,］しじ, 

孤ん'’亜8‘ノ顼G の各就験及①貿混が合一舟集団かろ抽出 

壬れ危任急標水としての分敢並次に平均値の物一性を検討の 

•綺果ZBび、適,当ごゝないニニ巳しっだ,以上の調直.氐897^.8目

ダー /邳日7 /2 3 10 - /らSに実匏した〇 ! 3の検討と未設定の 

ST/) z ICQ設定直登27,労冃臾施の予底で行る.

ヽ
Cii) 試鷹取勰めの方針 Z

設定せう次仁就験区田烦表のように处埋を加え.,爾后每年 

成夏冰広朔に测定して床長経過£测崑の見建で、ある,底35、、 

衣中の危,曼味枚区す 10仇スに/O。本(/ "I之に/本の割合) 

Xしゝ盼路坪/2冃/〇 ー/ん日の商K除伐斐史施した。

中關度除;'"‘区冰•商責・境" •ハて詞に応じで樣伐す&もの交,現 

在「マヨ万本/%〃子 < 濫之憩・正して!丨奇び,爲“年島二&厳 

伐之行わ伝し)。 3ぬ,K魚衆う里とむ全簿蘇代W行わ诲い 

右針であるO

各就験区の処垣(."叽Xg)

(道林第一布尧室坂口夜官)



束宗宮林為 笠间営歩習 

笠間経営産

_q_

〇.林・埠施肥該猴

/<禾えが塁

床松の天然夷耕地に於て、更新初期の未松の生艮が者しく 

緩液であることに多くの人によリ視奈さ飛M〇 mである. 

祐期的生首び緩浸であるし,林地の母舗び定、),又腐植並に 

•羨分に畐心表層土炭の流さする悉オIもあり,マ日鬼により族 

地び乾煤に演くものと考えら丑る〇従って,赤松の初期①生 

長置を適肥により増大し,林地室早く波板し,土駐7K分の蘇 

発・之貼き、,又エ塊表舊の潴之を防止す秋成,赤松①生長在促 

述.でざるものと-督像饪秋る〇 一度槌肥にょり赤松の生長び供 

進点取起成/公然肉に源松に本・す定工垠①養分天然枝給壑式 

増大し,赤松の生長・ば実に酒大するセの,考えろ农る。

財様な見地炉5 ,’米松秋に坷すめ無肥故知令林分に対して 

行うかが踱七効果熊で所卷と考え,MKN,に箕.する棵に始 

•な林分を対象工Uご赤松林の枢肥による生長促進G試歐に着 

年した,

2 就験抱口設定五.試晾徴計• 1

⑴試教瘦の扱定

笠间嘗林署逐子国辑林オ・林雇を汰班尚に試験地・を

第/表の如く 々・ケ带設定しな。

第/扳 試験地ー霓液

試験地
番 号

林 況 树 役 本敬 樹商

1 •一…一 J—
赤松天樓•更新地 7 - 8 < 7 —/2 

葛キ
73-85]

n 会 上 8 - /も半 q i/ i
幻ー 7』

仝上 2 一«年 F /U

’皿 仝上 4 - S詳



ぎ試験起に,它瓜叵方 面旗狗丸』配“の艾貌区を3 2斗 

区設足しn <ニしこ飘芳帝稳舗〇名試贖区の飼為,本教、 

砲生寿之諷登した帯易;イ齊2表G選りそぎる。(责赎侦刀 

•’而查L三冃罢厅の予;ミJ 碓生史罔す祢爭頂式’・合あす& “

另’:我各苕嵌五の樹•高並本教

.沒地 跋M M 商
C HL

本旋 
ノ”び当!)

L h 8 3.3 //• 〇

I I 6 8 q、8. '28 z

L 广 8 2、ん 5 〇

1 p 7 3.7 々Z

R A 7 /.8 7 2

K ? R 5 b、S 3 7

. c 5 0、8 3 1

■ m A / 3,ゝ7 .8 M .4
.

I i B /.々’/ 4 8

页 〇 / 3-8 5 G

各試験地每に名謝:験区の均一性を検討した听,丁 D及次 

U/田卷!工底庁衣ばほろ庖•いことか分った.

(ii) 試験設計

各試験地毎に施肥区と熙旋肥えとを殽け习’

紀料・底泥 買固曳度料を使師し,罷混•ヨ卷素の・旋用と同府 

に宿微物の補給史液び&,実行I&ユ冃ド旬の予定である。

(土,埃肥料聊必室 增技官)

〇,其の他G試験

/,水平満設定による成長促進

号片う日かう佶日まで,柄木県益孑町、ヨ名里張し,同町 

字赤7Kッブ所在,笠间経営区幻林疵ら』、班(天然更耕地,林 

令让2 ら斗)に試験区を設窗しほ, .

虹験区,対・照区成各/5汎 

平方(22 5 )Zし仁。

両区が土地的に冋樣であ 

るかビうか五険討する為,

各区W 0 X /けに/源区分し, 

その旳2/区(才ユ図)を功 

米しN‘マッ雑树の本敬と 

高ぞ它,読［溼し丘,その縮果 

はオ,表の匕珍リで、,高^ 

に差を生じ、 桂ので試験区,

第

1 対 慰 区 就 験 区

平均本枚 3 八 7 本(35..?; 2恥本(弑〃)

!平灼高さ U フ、2次(立7,の 5 / .3 〇’頒 S'/. / )

效題区とそ,比較の為に便用する所玄オ2画の太,線河のより 

に制服した.它①紀栗,本数及高ぎぼオー表,のカッコ肉の値と 

7^-1), 一源匕分M丈い二ととほった。
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上：本数 

卞:平均高ご

敲貌匠の設豈後直ちI二氷辛満を城った。俱針の衆も慧な辺上 

に水平距離.N〃〔に起其之飯リポケットコンパス左水率寿' に用い 

N骂爲隸之現地に引き/練上:ス仇遣WI二岡建を殁しN,幅 

30 C,水深ぞ强E"(.に埋上げた。ニの隴丽侧及上・方に各/米彼張 

して梔エ、したGさ、,•挺工面積は約フ1〇昨マ匕なった。等高線史 

引くイな業を會めないで、人天敬类:0人近哽し仁’び,災天の為治伽 

億辛毎く,実働や府间位でるつたのふ,二久を臭働ん時冋とり 

E 当・りに:映算す徂ば,22人ど危枝。

成長"比較日今坏度中3•行わ危かつ忙,

フ7年度aリイ申長堂之測定し比蔽する予定・•

—13—

幻林班い水破にん試

試快区面頹:

畔 図

差の有竟性を検定す笊ぽ’牙2図の

本校・汶盖ごに,艾る 

主弛の均筠,隹検走 

——/2冃/。日が5

/5■・日よなN名だ籤・ 

各区之!〇\ /〇区分し 

仁/仇ワケを各20ワ 

ク.佃出し,木・数と葛 

ごを段かった。箭果

日オ/表のとあリと&リ, 

こみリとな苟,

2«野生繚肥植物にょづ林地被凌

国0

水・耳滯設置試晾の試験区設定と同府に, 

賤区を試喰区を設定した,

to X ！〇 ・=/ 〇〇 "L

図



ー"ー

才!表,及駅オZ図により’慧いた直i二販った貝"5, 6区は他 

わ区匕比較し之髙Wび広く ,志仁・才Iら互の回にも達があ有の 

丕試験区とし乙林用すべ京で后:いこと,/•へろ・氐’ン〜4•区•Q 

囲に&本数高さとも差び怎［二めが咽うび匕なった.

二双ミけさ巨ノ東入理学詔•昧愛欲損を通じて广森集W飼會の 

会」•多貪2 2名の翩力史楓願し,内/0るの右々公ろマ乂科野軍 

裡子の送相"W殳顷だ。,浩に愛秫舗E步库丿1|に於て孫築;ま匕, 

赤宏試賤弛！!於Nも採集し乙七ろつ之,

集ったタネ总:灭袤の杉わり泛ある, •.

才 2 袤 マ乂檀野章Qタ・

< 名 教M ロ敬,ゝ 種名 教 ® 口敏

弘 ロ 初・ □
> •■- /'キ、 ."お 10 マブツ［L1ズキ 2" /

ハ・イ乂ド/、ギ % 1 ススピし、ギ・' 次 如

コマ、、ノすギ / S' 6 b 7 -VブマX /qo 2

マハス、、ノウ 10 52 5 ナンテンノ、ギ、 115 2

ズルバヤ・、ノウ: 63 ./ ネコハギ
—

qo /

7 7 =7 810 イ フ三、 カゝゾウ bo 2

カワラケNXイ’ 335- 斗 7寸ネム 康 /

WいX 3〇8 4 ,具他約•7種類

二れうG內/部立碑子耕駐•室に依頼しZ ,発葬率ノ石ダネ歩 

合之見てもろつ仁.その豁杲母オヨ表①/ありさ、あっせ・

—15-

?r 3 紫 マx 料野草の タネ•(□癸芥

推名 産 ・他 阚法発芽率 裡全牠宰 石ダ'ネ步合

Xド、ハギ •石川県 /S座 0宓 77.3 %

扱摩川 心 73.8 17.b

届由県 3以 彩 弭8

コマッナキ、 営山果 BS3 當。 沼

ダ摩川 32^ M%〇 を"

徳圍県 *80 眦, 2Z

かI7ラナツ乂イ 多庵川 73# 13.3

7 7ラ 磨山崇 巧、0 W 3^.0

• 丁尺わち,崖地(兎忒林敢の/シキリ)にナリ之浸はあるび,乂 

ド/ゝギに割合石ダネ好、人く ,よえコマッナギに攻不•健全粒斌多い二 

とか丹ビわら丸谷 ^

芝かほがZ 土壞術生物珂・発堅の植村技官に依預して根癌菌の会離 

を’行つNいる。

3 弥にょ色亟長後遮

前況2試験区の設定匕岡畴］こノ2林班3ふ理に試験区役対照区

を哉宠Uた。林令3 -t ・年

面積M,ぐ乂 &况っ

ZZ5〃i nめQ ノ•試験区の 

古には5 "iX /S'h 7ダけ

〇耐如会' •をつけ令,

立地の均零性を本数攻 

傷さによつN族定す礼ば、



•ー」J

・才 2 S! 本次政商さ抽/配•・図

芯 象 区 囿 很 区

|一
}

/ W/%/S
’、岡
5/8早

2<7
2^3 (3.!

2/ 7
/多2.7 "S/3

、郁ー 海 _俊

26 
渤

2623.3 18 ".2222/,/20 
彻 1

___ —2/ 
2/2

38
22.1

混2"
2-'7
/竺

23
243

J ・一 2/
Z5-.7

Z/ 
2^.3

2820.7
!5247 ■

■/y 
初,3

2.8 /3^1
33 
頌 / 6275 疽

兜
N&
偽2/ /3.3 ■ 2E

ノ彫
12 
尸" Z/.O

q
奶

Z〇 
滲

仏 z/,7 / 7 
22.L

点

分 /3/7 3 r_.
手均本欲 2 2.3^ 平均本敬 / 8.3 不

〃 高さ /う是茶 " 謗さ 2 つ,/ cht

才N図に示すように両者膚に差か熙いこめを知り鴇る,

伝冃あ日にZ担当度眞匕樹議の上,担当耕依看を•退泉叔坂 

しfc 〇

耕很者:益:子町大字益子団昭毒Z 3 3

ill M 正・

耕依の條件或欢のとおりヒする:

/, 新很区域故/死ク・辺の内・帯状に楼觀を保残しNヨ如/疽 

だけ・を隔墾耕瓶する(オろ図)

Z 用・墾の緑黄(人天賞)は埸が負担す苟へ

—IT一

3(桩村,旅肥,收横 

呼駢依者の自由,但 

し拔宕史握出するご 

杉.

4.期肉さマッの成長 

にょ()•訓依不能と版 

る衣さゝ',

ダ闭變ぼ/i幻耳/Z巨

才?図耕低爱領

レク//〃1福壑•版付区域 

=保我区域

に行う。<雪の為,臭框不•能Xふリ, N .耳,/Opげ臼O両に

哭行し巳。

(人夭敬 /$"人,経貴 3000円")

% 稚廁•の生立と度エ伸俊の侷保調・査

駐外汶・苗・田G•愚蔡に丈リ地赦拼同零と認められるめき直,欲 

立した維树反至劫会釘の仲別"成,或,程度免生した!ものにあるよう 

7る傾向び•感ぜられ仁, こQ感、じ之確めようにしこ昊測史行った

伝冃/3日に,盜子如株难い爪班葵M<しa .

林令はヨ。•5・辱生 ・

/〇〇 /«・の蘭縄を星板に平仔に張り,各メートノL目整の魚玄なと 

つの頂点とし,/近を繼の方向に或った?〇財’〔平方のウク內に入 

る稚欄の本敬ヒ高さを飼ベ、 た3稚樹の将い分のワ7 ■£ /^ (. !て次の 

粗河焚さ裡た.
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3d曲ワ•Z中の本教 ""T

苛/表,アカマツの本敬と將己G平均ビの砲肉・表.

• . _. ( 36>6//l^77)
濟、 / ,
5 5- /
5 0

心 3 2 2/ .• . < • 3

ん 〇 呈• ■ / 2 . 6
3す 2 5- V / / / / ••5-
3〇 / 3 つ。& / / ■ 2〇

2.5- 3 3 / 夕///// 17

20 3 £ 2 /0 / / 2. 36

ノデ q s ./ / : / /7

(〇 彳 2.- : 〃
3B ?5 牛外］ 、 中 牛 2 ' 2 i /27/ 2 3 牛、$ ・ら 7 8 -? ！〇 !/ /- '3 "L " ..... / .. ■ , . -  ■ , • • 1 \ 1

吝r賞の・雄栗桓間•係故忒 「= v攻り,保数之の&の日您

i I渓,’でテストの緝果ダ％レヾルさ有耄であることか即う・,Iした.

此g隙,調査地城内に豆地差があnば、/その影霍岐を方向I二出 

る窖をあi)\求た,他Q縫莓潅木の彫舊もあ苟のが,ビの程度の 

泥阕Wあっで己前記置战を褻書ぎす笥己の工云久るだろ今n但し 

沃屋的なこ匕玄言う為にぼ商聆データを集める他建ザあ苟“

他の飯験の窟にしらべた本故対高さ肉係を集計しZ兒だび、 ノ有 

意ほ相宙商保成諷めら,1ほ公った。ニれ芯主としNフクQ不きミ 

び通当で&"った為二寿えう乗る

(迨亦オ:2研兇夏戸田我官)

ー疳ー 

in赤沼試験地にあける試験

A 天黙生及人工撻荧ア刀マッの报系治戰

I ,目的

本斓巷は本埸共同テーマ笑あるLパルス厢杆林の短期育成に囲 

丁る瓠段•府究」.の一環であ,るア々マツの成長増進に阕する屈瞄の 

内天楽生狷と人工插裁樹Zの比較航験(AのD)の一部として行 

つWものそその目的匕するところに幼令樹の根群分布の状態を哓 

めて冬々を叱較検討し箍苗也槌裁認の改善、林地施肥、上地改長・ 

成樓促進の蔭に供せ:んヒするにある。

2供試木

天然生は7暮宝.人工植裁によつWものは&年生のア刀マッで 

地上,葛は共は/,mし内外のもの 各5本宛を用いた。

3. 瀰咨方玄

塹壕惹によって根の水平、史重分布を調べその艮さ、望匿を測 

定すると共に描写学毀によって状憋を記録'し任。

4、 成緩

(アカマツの赧系瓠資摘嬰)

(i) 舜ざクー206 じ波げる屋義

人工疝我によるアカマゝソの毛根•緬根は主幹の周囲/•泥以内の 

•部分は大乡数分布し天施生ア刀マッに比し水平的分布の腕囲が着 

しく挾いー総.扱敬に对するも根、 緬报の任華をみるに人工アカマ 

ッより天然冼の方が幾分吸収に役在つヒ愁はれる撮の靈が多くな 

っておるが根曇の総振睡比浦共セ8 〇 %內外'で大差ない打、う従っ 

てその産英の頭落旨森ば内邯分布の状態旧ある虹いえス

(；；) 探さユつ～以クaしに於ける招黒

ごの赤さに從ける人工rガマッの专根細根の分布は3)の炎層セ 

大佑同旅な傾向にあるのに反し天然生ア刀マッは海さを增すに従 

って永平あ/分布が急に秋くなり特に細根令桁の範圈は極墻に圧億
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せらノしている。尚総根虽光をあるめ右煩’細根では共に天然生の 

ものが少くなっているが反面申根に於ては熒.でありしび七甌丽が 

/m以内である己ヒ1言天然生のも‘のに直根沛渦中房报の発逢して 

レ、 る己以をポずもので二の傾何ほ更に・兼さ・を増すに伴ってその建 

がはつきり現れてI•ゝ’る。

(iit)源さ"〜7。財いこ於づ百差 昊

毛根、細根に於て人工.ア刀マッ哥天然主に町し着しく多・く約3 

佬に選する。

W)総很量し匕根の種類剽え較

名層を通じての総根聲・根の建贿别(径級别)あを総括して分 

ろと在根・細.根に於1け殆んビ建哭なく中报に於て天衆主は人工 

に褒るが小板と大根は逆に人工の汚が多くなつ’てあ・りM丸零を含 

めた•総根最でな大楚を認められない。

(め備方

吏邕约73•分栢鹿•琵を身るI?人工IN於て最大け5 m底天然生は3 

泌余X相当の陶・きがあるが:Zれ18夭恭生の立地び的S彼で地下水 

が薩出すろのに人工ア刀マッの方、冬S m堀っても多少'奏気が増し 

たビ風ずる程蔑の弛下:永の・低い立血に生督した随栗の差之懿めら 

れるがこれ等の毛根は徹,稼的にみて甚ぜかい宣であり総根最の" 

衣％に過ぎず生充掖群分布の大勢自は冊礬ないもの虹方えられる。

B 施肥泡肥料木植裁による生長徒逢試験

/•まえがさ

舸東地方の農村に橙した果四の希松林は、一般に土壞が惡いた 

め.その生曹も劣るのが普通・である。又多くの瑞合、 林地の葬・狼 

やノ主舉を游举2 ～ 3卸に度し測口取る厄の、 セ壤は益々悪化する 

傾向が、•ある"会、赤松の落藁のみが摇取ざれると考えても、 ノ 〇 

宰固に失はれる肥・斗成分壓※は段当 窒素く N) 59,7貫 燐酸t(

• —21—

Pa05) /",ケ貫・眠里(KzO)才.が貢、石灰(Co, 〇)タダ,ク貨I

に及ぶ( ものヒ推足される。2 13生草の採取冬オIるZ.之によって

失ほれる肥料・成分厦を如えるk .林地から奪取さ・.る肥料成分W 

相当な骸にのぼり' 林地心笹々廃惡になり、赤松の生育は潮次衰 

えて・くるもの匕想像さ双る。

※ 針鹽基礎は 大政・森:露慕に関する二、三の岡究、帝室杯 

奔后:炼衆骯除場報雲、3(3)： 39 — /つ7, / ?37, 

による。,. ^ ヽ

しから堆肥.屣肥・燃將辱のは恃匕して、瘩票、主章の株取F蓉 

腹上絶対’必芸なもGで、ニれを縈五することが、 出亲ない以すれば: 

赤松林の生長促選のために浦摇地施理也に肥群木槌裁による肥・培 

手段が瓶ず、講ぜら羽るべきものであるヒ考える。本訊:験は斯鄒な 

見処いら行ったものである。

2,汛駿方法

(!)読、験地:埼五、県比企都会稲村宇赤沼林業祈験埸志沼涙联垣内 

の沃頂忌の小さい合扼に朗’験血を設けた.

(；；) 飒験区也に射験設計:

第1液の食リである。

矛I表 歸:験誤針 ・

甄’験区分
桐、疏 
区お 訊:験方法、 備 角

肥料ポ植藏、也 

に施し肥によろ 

生長促進・試験

A 肥料水植裁し更に祇肥をの亍う 肥釋木k•してはく

マハン/气の満1
\ 

年生苗木を段些

ク〇 "本を祗珑し氏 

施肥匮(段强> 

屜安5■〇 3的/3貫 
］始炳駛万吸ザ 5停約/"强 
<臓脸花里/冲約«兄度 
’堆厕 /Q。寅
1刷ts反 ユ。食
/攻歩,クリケ歼厂ピ酒を堀 

«リ梅开芝し・。

13 肥料•木な腱裁する

〇 施肥丘行ラ
» ・・ .

D 服文理 I対赠区っ

秀茉採取の影 

囊［二ついての

試験

A,
肥料木五植蘇、し施肥を行う。そ 

して将耗生章を珠取言,る。

a2
肥籽木を植為し施肥、 を行ラ’

芝して審葉・隹卓を採取しなE
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谷試験区の面積はi段歩で•配殉〃矛L図に示す通りでおる。

即ち•2 84燧制の乱塊法によった。

夙’験&の斑列

〇 /II A VII

D IV 〇 VIII

B V D IX

A VI B X

BMt IL

胡:験区域一帯はs - 6军生の赤松•稚樹が天然更尚している孙で 

ある。

説、験阕始薊に论ける說験区您は坷杉・：t壊.•植生その饵・の諸祭 

件がなろべく坷ー胜を待つことバ望・ましい。赤松誰樹"本敬・樹 

為を測更した結果は矛2表の曇りで,これについて为ー秩(D検定 

を行った綺果・畝験区闻に症昊のない二匕が擄めら机・巨。

偌し无I㈣で1さ本散け於てのみ差・異が、 認め此れ恒,

•矛2表 戚験兩始前に公Iナる赤松の本数並樹高

ill
C

IV

D

V

8

VI

A

■ VII

A

VHI

C
IX 

.D

X

B

将 $髙 571

本孜mぎり

38.0

3. /.

?7 7

3.S

3財 3名/ "3

/4

g

3.J

E

$.〇

“/ /

々、｝
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5. 机験経區桁娈

% 事 項

伽 沉驟匠の設是測宣

如二’初 航験区全面積にMし,下草預を刈拝い琨地伏込と

tる〇

りV 一 物 肥料木植威のため/、“m向隔1ご槌兜を堀る。(段当

歹。。)

ノシIV _ 财V 施肥

.% — %" 肥料木(ヤマハンノ夫)罹裁

% 一 % 矛/圓下刈

% 右厌施用

弘二％ 矛ユ回F メ日

% び气並下専生辰筮調査

% — %/ 杭松の根あ直荃並樹髙刷定

M, /公冃に於ける布松の根后蔥圣旅樹髙の測定J®果

/ »冃に各訊、咲区について根元直圣並に樹葛の伸長愛在測定し 

忙。肥料术は繼裁期日”隆矿つ厄扁ZJ、7割程度植損したので、二 

二でに施肥区<。区)と無匆・理氐(D区)いごついて測定結果を 

稣味する,T 3技疹照。

矛3表 /鼻冃に於げる赤松の生皆状態

区 直 経
m w-

掴蒿・佃辰星
〇 m

枢肥 瓦(C )
III

VIII
//. 3
,3.7

/p
/ z /

早旳 ノ N » ノ 5、〇

堀/理区(D)
IV

」x
S-. / 
/. /

u 7 
ノM・・

甲W £ 3 3 ,夂
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矛3表によれば・施肥晴阴が遲いった為、旅肥の形簪ほ樹蔦坦 

衰よりる.秋季の直終生長ご大きくあうわ札如。尚、直径・梅蒿 

停受竜について施肥の初夏を,5 眸的に検討した折、直径J二つ 

いては /%の栢慧求苹で,樹高伸長虽についてはs%の有倉水 

攀还施肥iの効県が認められ/三 施祀の効栗が1宰自に早く七見ら 

れたのは我々の手覇せざる户/Tてあつ桂.

尚.施肥の影縦は下車の生長堑を埴ズし巨。デ4袤に示すよう 

I-,下章孫孜堅ば原施肥区/ 3730奇に対し施肥広=>ノ夕/タクA> 

で・施祀・区は鳥施肥区の3倍强に及んだ、。二の二とは若し卞軍び 

林地に暖元さオIる時ロ阎将匚志松を肥培すろ二ビになり、ヌ芸し 

下羣が採取されるとしても,下草株取匿そのもの五増犬するHW 

もに肥辯成分の斑亡を飒少と世・肥料を賬联る<棲う二以が出乘 

るa

矛4•我 下 草 の生長壁

M 施 肥区 a 肥 区

』株当り鱼量 猝 / / q 〇? « 7
/本当り’, ケし、 7. / / <?, 3

J本当リ革丈 冰 7 7 夕 点

K章探取墮 K型 / ?. 7 3 〇 4 ん幻メ <?ク

麥するに、赤沼訊’験地のような務建な示松林地に於て、

平生の赤松Iニ対する施肥の切栗は弛肥の矛丨宰自に於・て早くも訟 

められた。

(セ癢肥料研充室堀技百う
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頌饅資陶條

本顏咬に・本羚共同研・兜テーマであるL ノヾ［レフ,用抜林の短期音成 

•■-阕するM驗.•而あ」の本訊験施行に耍した徹経賀ヒ瓶肥及曽虫駆 

除径匿の旳渓はぞ机それ,矛1表、ホ2.3表のとありである。傾し 

ここにいう售虫馭险以は主ヒして瓶肥区のアカマツにア矛ラムラ 

が定生、/父冃/孑日(ごこ双を発見し切ので駆除棄削につさ滅験 

しW上/彖冃a 5■・日BH.C粉社を一便用し絶試、を館したものである.

(赤著阙、験地 w宅找宣)

第»丨表 T刀マッ林地施肥(肥料・木植我)試験苗婆績経登一瓶

め和スふ军設定面•穢/町歩

雇 則 散・騒 単位 単 a 金・類 ..衝 考、

M 福 友 "とク・
ス成生7 77マッを建、 し下単・

/ 〇 /以0クっ 別払,妥当5•人

測竈、町職区波定 / 2 人 Zクク Z,
弑戦国討故梅尤.施把亢の 

伍凌割

施 肥 6 交 M?" 2 3,ワa〃
沃当施・肥尤次(/& /の 
别岷闰飯の通・り

ママ/、ン,ノ天< 、? S 人 20 0 7、。° ° 反当穴僧x sス苗水牧3.5f.

矛•一回下別 / 〇 兵 ¥,〇。〇 友当久人

矛二回写刑 / 〇 〇 く〇 «ククク 反当2人力ヤ生長闹俊正併ite

只スラムシ駆除 6 6 汶・〇 ノ、い。
施肥!£ん反<nみ施何別個:内 
訳の逝リ

計
—一….«■_-,,- --- ー ーー-- "ーー ーニ

,

1
华日。 マでハ、ノノ天箭•木、代は会き后1、
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ォん表 アガマツ林犯施肥経貴一瓶

訊験泡面頂/町疥の旳施肥飽行亙項イ反歩

裡 别
/ 反 鬚 学 推牝B婀) 

終経教
源 宿

数宣 单M 住鎮

堆 肥

旗燄アン芽ア 

愚燐顔万厌 

塩化糸里 

皆石液 

計

勞務俄 

計

X
/ ノ Q、〇

/ 3.3

/夕•7

礼7'

^.0.0

人
公3

■

幺

77 

心 

以 

/ 3

2クク

6.0

E

6 32

*/<?

上・。

W

/. 0 6〇

3" 〇 〇 

ん/で之 

¥、7 9 え 

NYア・ 

ノ、W 〇

/ 7.

4, § 4 "

灰当您肥先加Z? g 〇,Z*

肥期1次爭よ目現尿/宛罗な节

• 〇 ・・ //Q '

・・ ・;・タ尸

七 % /+ダ‘

肥料匝微施孙天

合 計 3.ケケク 2 3,日。

矛3袤 ア刀マツ施肥林地啓虫(あ次らをし)駆除•経賀一题 

訊、 吸地面.検/町あの内実施面・積k反參(施肥区)

種 别
/ 炭 歩 当 團枝(彼疥) 

緩経貴
備 寿

救墮 単依 単・価 金頻

8. H. C

針

溶務賃

牡

9、〇

〇, 3

り

人

7。

え。 Q

よ/つ

X 〇

/, » 4 Q

3 6 〇 
■

Z険粉剤

澈粉留便用

合 n よ7 〇 /、ノ 8。
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W青淼支場にお顷る試験

ア刀マツ頰就期に尚する弑險

A 稚幼阳成・度促進に馬する試験 ••

1. 目的 ・

沐汎’験ほ幼酒樹の取报方広を充明するを日釣必するが、建攻 

リ天添更・新坷床:角建比較試験.苗木檀栽军令試験、植栽本救说 

験の三看を取上げ、る供献験也に於て臭泡さる。

2. 也圏,

胥森・県上北郡早坷村大字乙供(乙被営林署乙株施修区乙洪山 

題・有抓f 〇林班全)

3. 沉験力茂 ・'

試験処及比の附近一帯は古未申旭松の走堪匕して名声あリ、 

ア万マッの生吾に逅合した林地.で生昔も旺盛、衫賞も又優良な 

地:荷である。說験矣海林合は,昭和2 つ军皆伐せる.伐採跡、匝で 

あり,鼓水に於て是当り灰の顏:除を行ラ二とヒしたものである.

(i) 猜栽本数試験(［回床晉苗イ更用>’

(亿)免え当 /ク,"っつ本桓救区

(幻以d当 6、いつ本槌裁‘区

•(C) 戏当・ Z3"ク套頂栽区

(必)独 当 アT7マヅー/,夕”。本ハンノキーノ,令％ネ能植区

以上の4種・順とし,イ吏用苗木は昭和:2 5宰慶蓬甲坷松

種于にょり.隣将野辺,地営床署吉畑に沦て棱或中のもので、

2 6華度唇矛一回の東替えなし,芝れを;K军巻季植栽の予ヨ 

である.尚魂植区に対しては同一華戲に混植するご乏な、ア 

カマッの圧适すろ臟が、あるmら,今・ア刀マッ 人歩ク〇本領 

獄し、浪3年春頃ハン) ・ /、$ ° °小童寇檀の予定て、ある。

⑴)植式早令旅験

泌)人工下種区

(#、癬赤替苗爐寂区
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(C) /面宋育苗植簌区.

以上の3建頃虹し、各区必も/久クw本を目標必し、人工 

卞禮区には犯味塞西の匕/乎方米当りノ個"の割合て種れを・殳 

定し、/程TL%り/席〜/タ 班の33•和フん隼度産甲地推ヂ0播 

趙する.無・床替対撞范に対しては.同宇廣産,證テを本竿荐率 

附立由畑に播禪し・明学唇眼床蓉のまま/平方米当りン本の 

剽合で澹•我す,る。/團床薈曲棋敘に使用する穢チも、前同談 

于を本単苗烟じ播種、网汨翠/回赤皆、金Jク早春箭看 

'k・同标な方弦で桓栽する, '

(iii)如床久理比較鼠駿(天然下禪)

0)務京除云区------全川海行のB卷亲屠<FL圖)を昧云

する。

<幻 福 起 区------ 全別施,行の匸鉱物筒士壤が灰面に敢:源

裸出する程,蔑に極起する。

じ)棵攀区---- --全刊施行のまま匕する。
・以匕の誕頃とし・脚が籾種彝散前に.古塊玄にょI ［設定を終Tしたおのである。 

4-•飙験設計

各飯験区の現地配置状態は灰の旅IN区剖設定した,

(I)植裁本数試験 ’..•

(Q)乱塊宏によりA、B,CQ 4区3回嫌近し必す。

(い 街積は笏区3 0m X 3 〇 m二?〇。=えク7疙也Zする.が、 

る区・内中・央に/つ刃z x/ク勿 =/つク次=。ク/々 の探宰調查 

町を設ける,

(C)現,坷区馴は求1図の林|2設定した。

(ii) 苗太植我年令瓠験

成)丸塊以なよりA,SC 3区の3回繰垣しヒする。

(b)前気駿と同じ’ ^

(C)現地区馴は東2殴の握に設定し恫"

岡)地床匆理・较試験

’イ)乱塘卷にぶりA.B,C 3区の2回楝逝しノする。

】) 面睛 は各区 E もj 〇,〇 mix E、&mニュso 松• ニ。、〇ヌタ縁-

。')現地区副設定は矛2回の通り設定.した。

-2?-

成 弑

例第 I 図

験計 画 図N・佚 赤松 屈・期 育

K •



—3D——

5 実施圣画0被妥 ,

旅和％年度実;®した主要公爭項妄瀆錄すgば次の如くピある。

(i)名・種說験区の区副薊蜜 ’

(お 各種航験区の士谖荔萱・:本場塘技官・調督)

(iii)各種訊験•区の.全別泣i?瓦験区に残存ti!る丑樹の伐採及也床 

月理比較読験区の地床米理の典海

(IV) 滅験地灯して危宿される林処の周風测登

(V) 本挽駿烟に侦用すべさア刀マツ種于の採取

ん昭和:2 &竿段支出経責

看 目 会 額 滴 要

消駐・話 8、〇〇〇 大小標,挂徴

労 債 4. 1.0 0 〇 測璽、地飮双理夜探其の也の人天賃,

a 責 3 A、/ 3 2 延4 7 ロ

_____計________ 片/, / 3

7. 本年奏施行見込の虻愛・琴頑

(;) 框栽本牧気験区の植栽'

5)黄水擄栽率令説験の人工下種区なk据・及下種

(iii)罰2項及宛床衣理区の全面利払・保肴の宾框

(g 牘宠罷萱区〇地尿匆瑾のみ.各区/勿?コドラート/個、何は 

紛べて(叩机ユ)調査区.Xして穀定調をする。

(V) 地床処理区のつドラートは稚木の磴生調長調査.(5・ケ峯闇 

毎華巻秋2卸調專)旭の(/つ%ア瀰査区Iさ运木に就き、樹菖、 

逐径、话灣状況•生音状况を調査する。

<最祈ぎゲ隼商毎華/回、以冇隔宰ノ回、［ク军以右5军に 

/回調査)

巳、纫令木の间核打法に鈴する韻験

/、••目的

本說験はZ 5年な以右の知令本に莉して晚鶏に公ける脚新直 

径汶。〇/L程度を無待ずべさパ)レブ資栈林に題する间林おべを 

究明する為のものであり、倚系試験蛆に於'て実施する。

原、位髭

厝手県丸デ都倚決•は久窓営林署久慈、 経磐区尤野い国有林/久?

林瓶3小班内

3、•汎験力宏 , -

奔試験地は昭和’7へ・年•皆找され、・この跡坷に过して昱う宰 

巻人工掩種をな"せるもので現在近塵々保育伐が行わ札て亲丘や 

うである"林令/ <?華生、大略須す葛"8勿、直径/クな、 程慶の 

単層林であ> ヽ)、幕況は间伐を必曼k・する林分であるから昭和よg 

車本林泡に浦して灰の腫々の间伐方该に間する試験を輿派した 

ものであM.

こ)伐頤本敬.残好区

既狂のアカマツ芯、林分收皱羨を兒るに一殺的な傾向匕して 

大俅幽髙直径がよ•クsot后で、本炊が、 / 〇〇。本へ/海"木ヒ 

/5•ってろろり、ら本訊験に沦て主我'期, 〇年前危N仮定して残 

符本板をノ<カク.本ヒしたもので’ある°-

(/；) u岩手池方赤松抓林分収預表"毯準本敬区

本訊,験如杯分は林分/ ?年生であるので本収蔑表弛伍中を 

摩準ビしこ,3=>つ。本上せるセの企伐朗に至ろ间のれ木溟1二 

っいT七本収菠に準じて履々间代を莫海する考のであ羣

(；；；) ベーサ)レエリマ区

ェの方芨は従未」ナスビ切りr N稱さ机るものであるが、 

ヱれ｛よ儷勢术及坊蓟木を取り除き、中磐木のみの育成を図ら 

うとするもの否、既往のア勾マ\、ノ収1t表,から本林に対疝すろ 

墓華本数3 ・り。茶を貿出したもので、 ある.が・'合而の取狼に蓮其 

の時の林分の容软に応じて同伐木を逢魁、 4弋期〇ク宰湘冇に
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沦げろ本故を/・。芥ヒ予定,するものである。

(iV)標準’区(鹿手人区) 標準ヒして燃手入区を以リゝ比跋紡 

農に査ぜんとするもので・ある。

名 覘験設計、备試験区の現坝猊崔13•地况、杯况の状態矿ら,こ 

机を3個の7 ロ、'/クに区到設定.し已。

(；) 丸鷹之にょりA,BC、D 4•区の3回課誕Xする。

(/；)面積はあ•区匕巳/パク〇痴2 =ぐノふク縁ヒするが、、名区肉甲 

央に3ク玖X 3クグし=方。を=?、叮ンん の標華醐谖区を設顷 

松。

磚)殖地区副浦矛三図のやラに設定しし仁。

5,间找前宓の芯後

(i) 容虹别本数産径制葛表-

V
透ホ

及理别

间 厲 前
頂I
(履

ィ戈
序

点
木)

同
.(依

イズ 
珠

旧
木)

本液 早科 
毫径

卑旳 
膏M 本族

平均
Sし径

平妹T 
炳a- 本救

亚旳 
匡彳圣

平珂・ 
彳时捐r

/区 ィ戈賄本牧 Jよ/ ノク,£ 7? /?/ /ん次 ノタナ /" 5 Z/
收鶴表息莘区 W9 ル,/ 次 Z〇,3 7-7 ノ 7 財 んケ

9 ベーサJレエリマ 3号 弗 V 聲 ル V 登 い

々. 摞華田 g 久7 7./
ヾ ベーザル功ヤ 函 %s 79 气3 7? け M、〇 ノク

& 標準 匠 方Z 材 Z/
£ イ艾弱本牧 タオっ 2 s' %, ハ9 /必 /々/ ど/. /<7
?. 收暖表馬孥に 祭 7^ よ" 9,8 a 7 *.3

/ 〇 <• え/ 7,3 *7 ■ 7.5 7パ 8 7-7 ん7
/ / ベーグノレHリマ よgo 77 〇?ぐ久 ［〇,7 か 8," ん4
/3 標準 已 32 /ノS 如

/幺 ィ戈朝本救氐 舟 /S3 /方 / /,s Z/ ノ3 / 疑 ー竺

(H) 幹級別间伐别本数:分配表

JX^；;
//区莉、

/ 礼 ダ« 七 汶〇, 3 衣 S
・計

/ 区 彩 3 〇?々 Z 〇 3 ?5- ? / 拊/林

〇> : 勿％ 々 3 リ 7^ / 〇>〇? Z夂 / 巧? "

? , 3 7 ハ 7<> Z宜 9 / / 沁3 -

々 : ’勺 7 会? 方 / ノQ 'AU 2?7 '•

夕 .• /ノ/ / X «0 ア/ 9" / « /

よ " ね /写 / / 卯 E 6 /Z ホ"

8 , /3 3 Z衣 / ノダ / ?V*. / W。”

9 日 3 灯Z 卯 財 よ 當 HS '■

7 〇 ・• rr a / / /* 々っ 幺 3/夕"

/ / < 7次 貝 / 〇 Z 〇> a ノ ノ夕 / g /

/ 3 -• ノノ 3 之 .7 ぐ よQ / S3 ? 3M3 '

/« < ァぶ 以 な 項 / / > / ? ・ノ &7〇 ’

(ill)幹級別残舊本数分配表

A" / 七 つ& 礼 七 ? 衣 5 計

/ E イス期を数, ?<> ィ V7 2 ./gげ

公 疚反袤慈票田 S デ7 73 /公C / 腿’

S ,, ・ヾー イ尸1レdリヾ 彼 & 7 /ぐノ 貝fg

女 < 裸率田 77 9 彩 / /ク * F

S' ： ヾ一寸1レx- UV 夕7 / ぐ 3乙
r ¢6 旅 ""

Z 〇 棟半 区 必 ? / r / / Z3 ノ么义 /Z

ア〃 枝館ホ数. 79 ノ / /つ ,ノ /沪

3 ■> 仗設畏•成洋に た 3 q/ 卯 じ 沁.?"

/ク O •J 7 / / よ弘 3? //夕 > ・プ

/ / ヾ一ザルエリベ 弱 / 〇 ノ 〇? Sひ / Z〇> 貝ぐ”

/ 3 '■ 標 卑 距 / 〇 3 C? 7
A- 3 / $3 & ???■'

/•/ > 伐期K规・
d

衣 夂 )3
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侧FL第

A 
B 
C 
〇

イ乂飽本数:区
収澳我成莘区
ベ、 ーサ)レエリマ15C 
棟季区

大分后施:行見込の主要爭琅

<i> 今右の间イ戈実彳亍に当って国前記,各方宏はよリ间"イ戈を繰髭ず・

(；；)呑訊駁区内誘誉区の全迂木について阳每直経•搁葛、軒 

級を3牟岳に測定し成衰の爰化状鵜を調萱する.

(Hi)间•伐繰返,し灯に調査:区丙・伐採勖危Q榆忍我影図を绸整し、 

次朝7立木友の督•耕わする。

ん 昭和2ス宰度宾海径逝の概噤. 2ふ宰度に於て夷泡し仁主 

耍な爭廣を摘録す札ば次Q如くである。

(；)暮建萩、 験区の区副測曜

6/)靛’殖区の全it不二ついて!！Z本番•号を附する匕共Iこ腹朗蕙径・ 

,樹爲矜繊を誦發した’

7.昭和つノ宰度支出経衆

•*'—. —一 -

(A) (6)
:7

•匚…

i I CB)

6<〇), 5心 す

,/ M2 • ".以z

!戸称

倚浜福松尼帽有成沉象針园図

此 0

煮 目 金 顎 摘 眸

有形品 / 7,000 へ。、ノ气立木皆号あ入甬セ・ルロイド盤、信施、 
ネ栗世の融へ魚

勞儀 9 7.クOタ 剃 昱,岳木醐堂,伐探,其の侶のス犬电

枢缺 タ 〃•.つ厂片 W 3 .7臼商

針 / 〇 8, 'O 宁 8
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V?姐・庫分埸における訳、・験

ア万てッは土地に河する婆衣度が比較的低く ,天綾更新•状密易で 

あリ,且つ従釆アカマツの勿】用な余り重要視され点かったので, 

これ東生理生経的硏究於果外等困稅されて来た瘡みがある。又、 

他方アガマッ目スギ、,ヒノキ等と異り,その個柱よりして風,雪 

虱,變蓼辱の害を受けやすく .畸形史呈するものが極めてクレ). 

従って短期育因に阕Lては特に比の種の被害を宠明して、これえ 

除去することビよって促横枕を生耄すべきである术,ユれ米自め 

亿も生理•生能的調査研宛米必実である.従って当分塀］2於ては 

次のI項について検討する傍う、 ITの頂目について試験え注める 

爭とした, 

! 基礎的砍苑

(/) アカマツ育苗’期间の短縮化

(i) •発育絕過の調査と械討

(ii) 施肥に袱る育苗試骚

(2>雪害防除に闰する調查新死

(3)枝打の方浓の検討

I 更新試朕

以上のうち»［J貝U)のし)そつ［)では環在成,復あ中で近く 

廃袤の于定であり.(心につI)てUT昭和苟年7冃靑孫支隅あ茨会' 

ビ於E)てそのー訶を発表した.(2 )反次(3)にっし］ての掰死調査・ 

の祝夏と,①頂の更新試験の検畧(計苗反す予備鸠査)五次・に 

•述べ:る.

A アカマツの鹫善澗資

前逑の如くアカマツは笹裁の範囲米玄I)次,mれIZ野の肉 

係が.如はる時にせの旣囲は学めて制限せら)12る,而して、の’ 

積雪に依る害乏枝打によつ.て軽滅' し得るや否や｝こつI)で検討 

する焉匕,予倚調登として五孑造杯株式会社靑君:辕下社有,林 

に淤いて調査しセ。此の社有林は昭和/3邪人工.播碰反び/年 

2年生苗植栽)そつUて試、験並に実行せら股た匕ごろで.ある東



一鴻一

稿雪の炫めて歩いところぞあり,疔魚植栽•せられた林分な添 

立呑吝にか、って在るので之仄灵愁を調査した。

/,尊警の極顕

本蠲査世は平近他で・檳当の湖竹及ぴ・磬南の害は全く認め 

られな刀ゝつ也,一級に菽雪の害は雪折,雪压反火野倒に分 

頰&ら)nるが,調査地に於いては特に树捽よ〃桝枝亦拔け 

阪れてI)るのバラく更ら股だ・

(i)技状——ア刀マッに特殊なしのと恵けれる.ごれは椅 

枝氷‘折'股る爭なく,横雪ポ融驾の蔭の渡隆に依って桝校 

に燻〃ついた等の堕攻で歹I張ら担て厨峠匕栖枝とのか瞼 

点より扱きとられて樹辞に空胴乏生丁るむのであ刀:又 

找扳まで至らなくと1、樹转匕樹枝との诚出部に"ヾを 

生じてやゝ肥大を示し、樹・核水下重して11る.この袱害 

は雪害中散も％く,穫雪高以下せ甚た:Lし)-I力售で枯 

損しなかった义のは畸形え呈  、して()ろもの水多い

侦)技術・・梢析——技損・柏折は前者に比して少、い"、し -it 

稳ほ施ー我、送林に君く更ら胞,梢折は植裁・•道林业にわし 

て,以前多く宏生した様で・.二スxは三又"方必存很 

することに=!っても伺ばれろ.これほア7?マヅの將性と 

して梢ポ号少、 さ’し春を受けた场合,その生表は衰へ,穽 

•一階核のうちの敬本が、 谡生に生嗔し、、・ め,二又ス［志三

叉の毎形利を生する’

(ii；') 穿倒——被窘):3. 2平主单木的植我・に最も夢く鼠ら 

帆る,孤立さろためIJ 年々この害を索積Iて倒状VE行 

・せる狀態にある.•然し播種造林ヒはこの被害口’")

(iv)雲压—— こめ被害は特に幼令牺树は更ら胞•樹貯ズ雪 

の正めに曲:竹して生長’せ拯た・彳国となり,/ 7汨5・外・生 

畏する刀は寂年を要している宅のさえめろ,

2.芙祈方岗と尊:蚤 "

生・表收、惑は宓地の彩窖す乃匕宣ろ六であろ参’岡査Jteの

—3*7— 

之れえ見股ば播極遂・赤とN与生楂液适株とは氐ヾ同ビ程吱 

め生長をなし、/年生植袞盪林がたゝ劣ってし)る。而して 

驾告の程度•を時.孫禧造林ヒ於I)ては植我造林よりも少I), 

盯う播種造林ではZヶ所よ/)敎本のアガ,マッ桩柵を生ずる 

ため,相互に枚條の伸長を抑制］I合ひ,細くて短い枝條を 

岐出して技粟壺米少いために被否t・骚(),之｝こ反して植裁 

造林に於いては幼府Jり瓠立せる狀能にある左めに去I)技 

え張り,枝莱董状バと石って雪告を’あく嵌る爭Z石!る、

以上の阕係よりして,アガマ 、ソ次当害五実ける理田田っ 

I)て寿:寮するに,ア刀マッのゆ野は他の計葉樹のそ股と異 

U ・巻雪一回W Iてその単刀全生汞をなI .その頂な冬,芽 

在形成するのであるび,この即办の尤綵或!3带母等Iこよ9 

で顕四］易く .且つ修mた函怀は虫易匠苣立｛,バ反い。そ 

にで気年の跋皆によって饥伏I,逐L回復の出釆なIノ爭と 

なる, .

故にアカマツの青成に当っては.

/. 天燃・人:［Jざでも飛初•0/0年•腐ほ群団狀JN肴てるお

2 人工植栽、では祓植<斗へ5本)して共立比しめる,も要、 

•ボあろ.

3 肇植の琨合’又は雪の多いところでは.倒"反七の整 

涔涓えと同府)z雪起Lをすべぎで、 ある。

の点を特に考" 応Lて施業すべさぐある。

B ・技打の方犹の楡訂

前述の如く予備誌資として当害歩調登Lを々ぐ,燃らは、、 この 

被害を軽減-するため切妁何程の枝打を行へば・よいカ1,•又枝打 

の程度カ、・生長・にどの様に影醬•を改ほ•す八を調資する巨め、之, 

昭和る年よ〃当分の附离林のも年生アカマツ天然生林ば菸い 

て調登:え進めて<)る。

との試駐値・は.•楠”«縮の面愤乏眉し・次の棵に6つの建
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理乏昭珀ム年/0月已行った.

系I国——蛛恐理区 ,

第!1区——第一階核は廷恣理よオニ膠枝は1扉生の甲輸を除 

云し・第三階技は2年生の中軸を除去し,第四階 

技点下口全部除云する.

玮］ITX——筋一次(主幹より車桂岐出おる枝)の赣生枝Z全 

師除去する,

第!f匠——翁ー潛技及び’第二階技乏全部区残し 、箒三階核以 

下全部隊去する. •'

帝ジ区—第一階核無日理で,箝二階枝以下全部除去:する.

第?IE ——鲂芽の號生核を全都除去する,

この試験は調査地な子スロックな分け,任スロック1之ご爪ら 

6四理区を諛け,、このううから生長理測定用のア万マツを逻 

定して生長室を刿定しつつある.又宣の若の調査は現在行ひ 

つつ.あり•極度の枝打JZよる再生极I二つし)てば分後阔査の予 

定である. '

G・赤松短期育成試験

本試験は.刀年度妇摩分埸附屋試朕林を伐拣し•図の边く 

区画をなし,次の如ざ計函衆)こより,刀づ羨から実施の学定 

ぞある,

/・計勇索

反の処理乏3回繰近Lて/区の面積在〇・ /勿,金面痰を3/ 

之久とする.Z2のた理は次の如くである。(辺の畚号は:図 

赤照)

仃)天然下・瘗ビ——NOH. /o. N3刀三％

日树匕して形・・なものを答国(〇./姦)匕/^本内外我 

す, •

(ii)人工下顧区一人工的に播極床をつくリ•直藩する・ 

(况)頰,施肥ビ——No.q ,え4, 33の三&

—ふアー 

播莲床ほ/姦! /〇, 000ヶ所(/次2ヒノヶ所>として約30 

cm平方缺き起して2け～切很宛播種する,

(匕)施肥既--- NO. & , Z7. 5/の三区,

播種床は2久と同様医し・時我として秋栄用固形肥 

担及塔成爐酸舌土を施肥して.播强する,

(疝)./郎生宙植栽区---好摩甬畑Iて於て育成し.だ满/年生

街をフ3年段に植我する,

.(〇>単植景施虐2 ------". /8ノ 2S, M2の三E •

1•赫・/本(炽当"f〇,000本)施肥せ千植栽、するJ

1い単腹施肥区——NO./3 , Zf. 34の三と

3"と同様7宠久身リ/OOc>〇本の倒合で,人工下種施 

肥ビ(")の塲合匕同様の旅配をるして,植栽する. 

<c)複桓態施肥区 —No注,巧.3$の三区 •

佐んぎリ•攵・M本の植栽,木敬とし,/ %2ビ1テの植 

スを該豚て,ぞの/ヶ所JZ5本宛粮栽する。

以)複植施肥医 --- N0,14, N8, Sさの三せー

3Cに施肥を加えをせで施明は2ちと同じとする。 

诚)2年生苗植栽区——ス年生苗を植栽する.(刀萍度え 

養成し泛由木を跤年度に植栽する.)

S)無施肥医——N0. /6 . 2S切のM已

知当り/0,孩ク本?•施農Eず•に植•栽する.

(お施肥区---NO. fl, /S, Zgの三せ

4况I二施肥を如味Lを区・須Z &と同に滅肥こする 

(V)胆料木混植試験区一苗畑ご餐成した満2年生のアカ 

マッ匕肥封木との蓮植試験区である。

0)魚施肥区——NO'S , S,々の三区

ガカでッ2年生苗を2損当り｝本<M首リ攵阳。g梔 

肥せす植裁する。

或、施肥正一M7 / . 7、N2の三国 

前者iz施肥え加え反,区をt施冃g位該" 植我地の十一廉分



拆の結果に基き計画実施する.

LC)服君木混植区一N02.,んウの三区

あ逸兰［りアカマツ’ママハンソキ冬^,0〇〇本を施肥 

せず植栽する. ^

以上の試験処理.のうち.,/ ノ 2.也理区は昭和2ク穽度え 

試紫地に於し)て施業,匠始め.3‘孕,ぐは昭尊1苟年度から运 

、風に於いて育苗を始める.3につI)ては昭.和23年反,4 5 

についこは,昭和み・度から試發地匠於ひて,施業を行う 

:のとする。

2. 現在までN行った予備調査及施業

誠・紫予定地・に於いて次の調査を行つ近,Mの予備調査の 

前に試技地を区涛測瓊して徒遗を汰定した。

()) 各区您の並木の核貨勿測定

()i) Qs邳ルc 調査(答函の申央にio心。湖 の 眼久心は

を設けて柄苗調査をした)

(あノ調查(試験地Iて3不の〔あ】J人〇/ん以眞を 

とり,,ごれの調登をし逝)

(め 各区の悉葉暦(厶す匕厶<七陽の三つに分けた,を 切ス 

钮g の枠を便用して采恥し、その哭真反含有水分の測 

定をしたa

(Y)試験地全体の立木より標準木・茶を送定して瀏幹柏・解 

浅行し)•現在立でのアカマツの生長狀態の調査をした.

(V；)各区に林相写・冥撮彩点を該定L,現存林分の林粗を喪 

勒した。

(Vii)伐倒木の數本につし)て枝葉の測定をした。

3. 昭和?7舞度実,行亨定爭頂

隔物27年僕Iこ於「)て次の各頂目につき施業実行の予定で 

ある,
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む)天败下裡区の地瘩及手入.

(ii)人工橋穗区の地捋,施肥,插潼及手入

前)昭祁功,W年茂植栽分ア力マッ反胞料木,街烦播種及

管理 ,

(iV)冬区土廢形慈調査並に土壌成分の分排

昭和逐年枝イ吏用経賛 ク・/?…〇O"円

,内訳旅 黄 6, 8& «

物 饼 ZaS

笑 賃 ノ宀0W

昭和N7年度経費

址 椅"

人匚下種及施肥

肥詞代

手 入

苗木浪成斎(種子蘇)

調査人天賃

旅 藁

推・黄

計

2Qノククっ

夂0ル2セク»

スセ,4
QクQ

為メ //, 2ぐク円

タさ” 9,ク w .

可 2B 6,go

o.qM

夕・& ”
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VT育•植試駿

* <A)マッ類の・晶裡改喪12 ］荊する研宏

(イ・>パルス用マッ竅の邑檀改艮

本就験ほ優衣個沐の送菽反ひ"増植,交配反び次代検定玄径 

て.採種林の諛定字業用樓孑•の供給aぞー貪して計函さnた 

「育梗爭蜜」であって,,肴糧,造林ナニ,極子,云布究’吏の 

椭カの下な進あう也てしノる.囲傳奮:一同価議勿結果下記の誕計更泛た正, 

项育禮計毒“

,(i)育・種目棵: 想定.伐期GNけ～2S耳まて、、 の玮刀に輙なおく.

(H)荷穗方妄: 全国のアカマツ衣びクロマッ優反林分弘

•ら生育快好・且つ重奏を欠点のな!J便艮闾怀を奮我、する,

遶戌の对家となる林は,林⑥2〃ーず著の同•題林とする’ 

送牧イ口淬は・み术i.より増殖してクローン乏音成、 し・交互. 

試联业に混槌いて相互.Iこん工安配を行い,傅られた,便孑 

ビつ・いて次尺検定を行う’検定刀給果•優良支配組合せ 

点ズ定す祖は”.な配試駿地を直ちに採・瑾林に誘尊すると

共ビせ爱ビ疝じて诔種林を汚設して.爭紫・用種孑を僕辂 

する.外画樹極との支配,検定七めわ比7行う’

了刀マッ林］pyカマッ林 1伊カマッ林I ソ诫•用マッ雨
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昭和 & 年強は.僂喪ぬ体の競按芝一剖!次施しえ, 

2.儀艮個悴の送轶: .

上述の通.刃,林令20 ～30Wの冬会林を榮该の对冢匕した, 

遂疚方该や・胸高直圣术周囲の個诙よめ椅に六・なる個体を仮 

な誤び,その個広を申,lrとして.半基・〜"勿の円内にある 

全ての涸体の胸商直圣を測定して.目的とする個体か-,1へぎ 

%の危険竿で策却さ迅る場合に,］即を虫樹として文定する 

現旺逐tz送定g照を必树は次の通り、そある, ,

埸 戸彳 岳樹 时 薄樹画丕 矚

濒城票比也口有林(笠间尝林署) 夕
目 

22^- /修へは〇 /々/

山形県山上町象道防雪林 /& 2残 2gSへ2泻 /"

衰野某ス向冋有林( 菖尿着)
// N$午 ノけ人次ケ

山・梨杲教笏寐口有林(坪府琴林培) 3 閏匸 /% * /3、6

3.送核儀蔑们体の、ノ苹・ wよろ 潛每

送扱個体を集めて,百樹!が乏作る為)2 ..ツずキにJわ姦栖: 

をはかる也、耍がーゐる.み年度に実施Lあのは,春泛當上ご送 

极した3個钵と秋〜染天のノつイ團!本,君村団・め〃鶴停であっ 

丘,この地’春In ,字土で'送灰,したマソクス.厶シ被害iの少い 

憫淬,好摩で・兔車さ成たマ 、ワヤ二牧取の天き卩個相刀ツ1/・古 

七実行さ担左。

結果は,ぞ一表に示づようビあまけ仮くない式•技術の向 

上IZよりなわ活着.率を高ある、こと母可能と考える。なあ厳缶 

忆比骇し得る形では與行されていないが,伯怀亿より治落率 

の差ポ茗しい,秋つぎ’の羯合世はッキ求の本丿レよン処理N行 

つ泛が,その効果は缺・めら花なレ)ようだ,(您理方オ:ナフ 

タレン酢發カリl^/cc液な検く矩府同浚す)

別忆.&樹林を惹斐Iや士立てる爲の方该どして,約/ナ玮主の 

木への蒿ッギ’乏試みた.すなわろ,すでIZ或る.淳度の六ざさ
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に達した木の枝を. 、目的の彼宸们怀の技(ッギボ)で置き換 

えるという目的であつ企バ,ニれは穿全な失敗に終つ反»
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